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「おじいちゃんきたばい。」私のいつもの挨拶だ。私の祖父は 25年ほど前から脳出血で今

では 1 人で体を支えきれず寝たきりになっている。私が生まれた時はまだ元気で、毎日のよ

うに祖父が私の相手をしてくれていたとよく母から聞かされていた。私は祖父のことが大好

きで、賞状をもらったり、試験に合格したりした時は、毎回 1 番に報告していた。祖父と私

は今は別々に暮らしていて、祖父は祖母と 2 人で暮らしている。祖母は働いているが、祖父

の世話も行っているのでなかなか思うように長くは働けておらず、祖父の病院の費用はどう

しているのだろうと、私は不思議だった。2年ほど前、弟が祖母に「おじいちゃんって仕事し

よらんよね。お金どうしてると。」と聞くと、祖母は「おじいちゃんは障がい者で仕事できな

いから、障害年金っていうのをもらってるとよ。」と話しているのを聞き、その時に年金とい

うものを初めて知った。年金があることで祖母は介護の人に祖父の世話を任せたり、リハビ

リできたりしており、年金というものにどれだけ助けられているか、私はこうやって今も祖

父と話せている瞬間があることにとても感謝している。 

その出来事から、私は年金という制度を人の暮らしを支える大切な土台として考えるよう

になった。もし祖父が障害年金を受け取れていなかったら、祖母は働くことをほとんど諦め

て、祖父の世話に専念しなければならなかったかもしれない。そうなれば家計はもっと厳し

くなり、祖父に必要なリハビリや治療も十分に受けられなかっただろう。年金があるからこ

そ祖母は仕事と介護の両立ができ祖父も穏やかに生活を続けられているのだと感じる。 

私は今、高校生としてまだ働いた経験もないけれど、社会の中でお金を得ることの大変さ

は少しずつ理解できてきた。アルバイトをしたとしても、ほんの数時間で得られるお金は限

られていて、生活費や医療費をまかなうには到底足りない。それを考えると、年金というの

は単なる「支給」ではなく、多くの人が社会全体で助け合って積み立ててきたものだと分か

る。祖父の障害年金も、働いている人たちの保険料で支払われている。つまり祖父の生活は

見知らぬ多くの人たちの支えの上で成り立っているのだ。そのことを考えると、私は「社会

のつながり」というものを身近に実感する。 

また、祖父の姿を通して、病気や障害は誰にでも起こりうるという現実も学んだ。だから
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こそ、私は将来働くようになったら年金をしっかり納めたいと思う。年金制度は、自分のた

めだけでなく、誰かのためでもある。今の私の生活を支えてくれている人がいるように、将

来は私自身が誰かの生活を支える一員になりたい。 

さらに、祖母の姿からは、支え合いの形の多様さも学んだ。祖母は祖父を献身的に世話し

ているけれど、全部を 1 人で抱えこんでいるわけではない。介護サービスを利用し、病院の

専門家に頼り、年金制度に助けられながら暮らしている。私は以前まで助けてもらうことは

弱さだと思っていた。しかし今は、社会にある制度をうまく活用しながら生きていくことこ

そが強さなのではないかと感じている。 

年金制度はこれから先も課題を抱えていると聞く。少子高齢化で負担が増えるとか、将来

もらえる金額が減るのではないかという不安もある。しかし、それでも私は年金制度がなく

なるべきだとは思わない。むしろ、今の私たちの世代がどうやって支えていくかを考えるべ

きだ。祖父の生活を見てきた私にとって、年金は数字や制度という冷たいものではなく、人

を守る温かい仕組みとして存在している。 

私はこれから社会にでて、自分の力で働き、お金を得て、税金や年金を納めていく。その

時に思い出すのは、祖父の笑顔と祖母の頑張る姿だろう。年金があったから家族の時間が守

られた。だからこそ、私は自分が支える側になることを誇りに思いたい。そして将来、自分

の子供や孫に、年金があったから助かったと胸を張って語れるような人生を歩んでいきたい。

そしてまた、祖父のもとに駆け寄って、あの時のように笑顔でこう言いたい。「おじいちゃん

きたばい。」 


